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第
21
回 

飛
驒
高
山
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
祭 

　
〝
映
像
に
よ
る
ふ
る
さ
と
再

発
見
〞を
テ
ー
マ
に
毎
年
開
催

し
て
い
る｢

飛
驒
高
山
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
像
祭｣

。
21
回

目
と
な
る
今
回
は
、
一
般
の
部

と
学
生
の
部
の
2
部
門
に
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

映
像
祭
当
日
は
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
90
本
の
応
募
作
品

か
ら
選
ば
れ
た
8
本
の
優
秀
作

品
を
上
映
し
、
審
査
員
に
よ
る

最
終
審
査
と
表
彰
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
東と

う

儀ぎ

秀ひ
で

樹き

さ
ん（
雅

楽
師
）に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も

開
催
し
ま
す
。

期
日　

3
月
5
日
㈮

時
間　

午
後
6
時
〜
（
午
後
5

時
30
分
開
場
）

場
所　

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル（
昭
和
町
１
）

内
容　

▽
入
賞
8
作
品
の
上
映

▽
審
査
結
果
発
表
・
表
彰
式

審
査
員　

篠し
の

田だ

正ま
さ

浩ひ
ろ（
映
画
監

督
・
早
稲
田
大
学
特
命
教
授
）、

藤ふ
じ

井い

知と
も

昭あ
き（
国
立
民
族
学
博
物

館
名
誉
教
授
）、
大お

お

石い
し

芳よ
し

野の
（
写

真
家
）、
河ご

う

渡ど

正ま
さ

暁あ
き（
高
山
市
代

表
）ほ
か

▽
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

東

儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト
〜
悠
久
の

響
き
〜

参
加
料　

無
料（
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
）

申
込
方
法　

2
月
1
日
㈪
か
ら

観
光
課
、
支
所
基
盤
産
業
課
、

市
民
文
化
会
館
、
地
場
産
業
セ

ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
山
支
局
で

配
布

東
儀
秀
樹
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
か
ら

８
本
の
優
秀
作
品
上
映

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

き
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気

使
用
器
具
に
よ
る
火
災
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災

は
、
使
う
人
の
不
注
意
で
起

こ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
取

り
扱
い
や
使
用
す
る
場
所
に

は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
●

①
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く

や
洗
濯
物
が
接
触
・
落
下
の

恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
使

用
し
な
い
。

②
外
出
時
、
就
寝
時
に
は
ス

ト
ー
ブ
を
消
す
。

③
給
油
時
や
器
具
を
移
動
さ

せ
る
場
合
は
、
火
が
完
全
に

消
え
て
か
ら
行
う
。

④
給
油
は
、
灯
油
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
給
油
中
は
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ
ン
ク

は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
確
実
に
締

め
、
油
漏
れ
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。

⑥
屋
根
な
ど
か
ら
の
落
雪
に

よ
り
、
煙
突
が
外
れ
た
り
、

破
損
し
た
り
し
な
い
よ
う
な

措
置
を
す
る
。

 

冬
期
間
の
火
災
予
防

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
に
ご
注
意

雅楽師  東儀秀樹さん

主な審査員のみなさん

篠田正浩さん大石芳野さん

藤井知昭さん

●住宅用火災警報器設置率

市域全体では27.5％に
　住宅火災での被害を軽減するため、住宅用
火災警報器の設置が義務付けられ、既存住宅
は平成23年５月31日までに設置・届出する
必要があります。
　火災から大切な命や財産を守るため、まだ
設置していない住宅は、早めに設置しましょう。
　平成21年12月31日現在の世帯数に占め
る地域別の設置率は、下記のグラフになりま
す。高根地域が 80％近くである一方、高山
地域は最低の 20％程度となっています。
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